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はじめに 

この度は予定・実績工数管理をご利用いただきありがとうございます。 

本ソフトウェアは日々の作業工数を入力し、各工番、各担当者ごとの作業工数を集計するものです。 

集計結果は簡単にエクセル出力できますので、蓄積されたデータを有効に活用することができます。 

また予定をメール送信できますのでシフト表などを個人の携帯電話に送信することも出来ます。 

※本説明書は開発途中のプログラムを元に制作されています。本説明書で使用している画像･表現は 

実際のプログラムとは異なる場合があります。 

※本ソフトウェアは予告無く変更される場合があります。 

なお、このプログラムを使用したことによって発生したいかなる損害についても、一切の責任を 

負わないものとします。 

動作には Microsoft Access2000 またはそれ以上のバージョンとそれが動作するパソコンが必要です。 

（Access がインストールされていない場合は同梱の AccessRuntime をインストールしてください。） 
Excel へデータを出力する場合は Microsoft Excel が必要です。 

動作確認は OS は Microsoft Windows2000 および WindowsXP 
アクセスは Access2000ServicePack3 および Access2003 
メーラーは MS­Outlook Express で取られています。 

Microsoft,Windows は Microsoft Corporation の米国及びその他の国における商標です。 

本ソフトに関するお問合せはこちらまで info@asit­jp.com
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◆Access がインストールされていない場合（インストールされている場合は次の頁へ進んでください） 

・AccessRuntime をインストールします。（Access の実行環境を作ります） 

この AccessRuntime を実 

行し、Access の実行環境を 

作ってください
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◆ソフトのインストール 

・所定のファイルを任意の場所にコピーします。 

予定実績工数管理.mde（プログラム部） 

予定実績工数管理 data.mde（データ部） 

予定実績工数管理 V2.00 操作説明書.pdf 

３つとも同じフォルダにコピーすることをお勧めします。 

この３ファイルを任意の場 

所にコピーしてください。



­ 5­ 

◆ソフトウェアを立ち上げ（実行）します。（初回のみ） 

予定実績工数管理.mde を開いてソフトを立ち上げます。 

初めて立ち上げる場合は下のようなエラーメッセージが表示される場合があります。 

（フォルダのパスはインストール先によって変わります） 

[OK]をクリックします。（複数回出る場合がありますので全て[OK]をクリックしてください。） 

データ部のファイルのあるフォルダを指定し、データ DB に予定実績工数管理 data.mde を選択し 
[実行]をクリックします。 

データ部とのリンクが完了すると下のようなメッセージが出ます。 

[OK]をクリックします。 

次に認証を行う画面が出ます。 

注）Access のバージョンによっては以下のようなメッセージが出る場合がありますが、 
[開く]をクリックしてください。データ DB 再リンクの時には数回出ます。
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◆ソフトウェアを立ち上げ（試用）します。 

通常使う場合は、ソフト起動後このメニュー画面になります。 

付与された認証コードを入力します。入力をしないと 30 日間の限定使用となります。 

◆ソフトウェアを立ち上げ（実行）します。 

通常使う場合は、ソフト起動後このメニュー画面になります。 

各ボタンをクリックするとそれぞれの画面が開きます。 
[終了]をクリックすると、本プログラムは終了します。
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◆担当者（作業者）を登録してみましょう。 

担当者名と作業項目を登録します。 

作業項目は担当者個々で設定できます。 

ここに担当者名前を入れる 

修正の場合は、リストから 

選択します。 

各作業項目の単価を入力 

します。 

上の時間単価欄に金額を 

入れて[一括貼付]ボタン 

を押すと全ての単価に一 

括でセットされます。 

[新規番号取得]を押すと 

最大のコード＋１が表示 

されます。 

印刷サンプル
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◆カレンダーを登録しましょう。 

会社の休日の登録をします。 

データを書き出す場合は１ページ（1 ヶ月分）ごと[書込み]を押します。 

ダブルクリックするか、 ワンクリック休日設定を 

チェックしてからクリックすると文字が赤く （赤 

の場合は黒く）変化します。 

書き込みを押すと入力した内容 

をファイルに書き出します。 

曜日欄をダブルクリックするか、 ワンクリッ 

ク休日設定をチェックしてからクリックす 

るとその曜日の日にちの文字が赤く （赤の場 

合は黒く）変化します。 

日にちを選択した後、日ごとに備考を記入 

することができます。内容は作業工数入力 

画面の日付の下に表示されます。 

▼を押してリストから選択する 

ことができます。
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◆環境設定 

カラーバーやフレームの線幅、カラーバーに表示される時間の位置など表示に関する設定を変えることができ 

ます。 

注意） 

時間単位、横倍率はシステム使用途中で変更すると、過去のデータが使用できなくなります。 

また、データを共有し、複数の PC で使用する場合、時間単位、横倍率を統一しないとデータがおかしくなり 

ます。 

時間外、深夜、休日の時間外割増率を入力 

します。 

終了時刻の表示位置を指定します。 

工番選択リストの工番の並び順を指定し 

ます 

工番選択リストの時間外集計のとき使用 

します。 

工番の表示位置を指定します。 

時間外の単価を計算する基準時間を入力 

します。 

画面等に表示される工番の名称を別の読 

み名に変更したい場合、変更したい読み名 

を入力します。 工数入力画面において日付の入力要求な 

ど入力忘れ防止のメッセージを出すかど 

うかを指定します。
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◆作業工数入力 

カラーバーの移動、伸張により作業時間工数を入力することができます。 

担当者を選択すると担当者マスターで登録した作業内容が表示されます。 

日付を選んだあと作業内容毎にカラーバーをドラックアンドドロップし貼り付けたい場所に置きます。 

作業予定は白のライン、作業実績は薄緑のラインにカラーバーを合わせます。 

バーの長さは作業時間に合わせドラックすれば自由に変えることができ時間が表示されます。 

配置したカラーバーをダブルクリックすると工番を選択する画面が開きます。 

工番を新規登録する場合は［新規工番］のところに工事番号もしくは工事名などを入力し、カラーバーの色を 

選択し［ＯＫ］をクリックします。 

予め登録されている場合は▼から工番を選び［OK］をクリックします。 

カレンダー画面を呼び出し、日付 

を指定することができます。 

[＜][＞]を押すと日にちを＋１、 

－１します。 

このバーをドラッグ・ドロッ 

プし、伸長、短縮し作業時間 

を決定します。 

担当者をリストから選択しま 

す。 

担当者をリストから選択する 

と登録してある作業内容が表 

示されます。 

表示設定画面を呼び出すこと 

ができます。 

時間をリストから選択することで指 

定することもできます。
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備考欄に文字を入力すると作業工数入力画面に表示される工番の文字が青色に変わります。 

青色の工番の上にカーソルを合わせると備考内容が表示されます。 

作業工数入力画面のカラーバーが選択された工番の色に変わり工番名が表示されます。 

カラーバーを削除したい場合はカーソルを削除したいカラーバーに合わせ右クリックします。 

削除する場合は[削除 OK？]をクリックします。 

キャンセルする場合はもう一度右クリックを押します。 

画面毎に［書き込み］をクリックして保存してください。 

工番が青色に変わり、マウス 

カーソルを合わせると内容を 

表示します。 

メールボタンを押すと予定デ 

ータでメールを作成します。
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メールボタンを押すとメール作成が行われます。 

（OutlookExpress の場合。他のメーラーについては未確認です。）
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◆作業工数簡易入力 

この画面ではバーの移動、伸長ではなく直接時間を指定して入力します。 

画面毎に［追加書込み］をクリックして保存してください。 

注）上書きではなく追加書込みです。編集はバー入力での作業工数入力画面を使用してください。 

入力の時間単位は環境設定の 

時間単位によりリストボック 

スに表示されますが、数値の 

入力も行うことが出来ます。
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◆予定データメール作成 

予定のデータのメールを作成・送信します。 

送信する相手（担当者）を選択します 

[メール作成]を押すと条件に応じた新規メールが作成されます。（自動で送信は行われません） 

送信する場合は通常の操作で送信処理を行ってください。 

注）メーラー（OutlookExpress など）の設定は行われませんのでこの機能を使用する場合はメールの 

使用できる環境のパソコンをご利用下さい。
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◆工番別工数明細 

見たい工番を▼で選び作業期間を入力します。 

予定、実績、もしくはその両方のいずれかを▼で選択し、 

［明細］をクリックすると工番別工数の明細が表示されます。 

データは簡単にエクセル画面に出力できます。 

工番別工数明細エクセル出力画面 

このアイコンをクリックする 

とエクセルに出力してエクセ 

ル画面が開きます。 

閉じるときはこの閉じるボタ 

ンを押してください。 

EXCEL 出力をクリックする 

とエクセルシートを My 

Documents に出力します。
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◆工番別工数集計 

見たい工番を▼で選び作業期間を入力します。工番を空欄にすると全工番が対象となります。 

工番合計にチェックを入れると項目ごとに分類せずに工番全体で集計します。 

予定、実績、もしくはその両方のいずれかを▼で選択し、 

［集計］をクリックすると工番別工数の集計が表示されます。 

エクセルのアイコンをクリックすればエクセルに出力し、エクセル画面が開きます。
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◆担当者別工数集計 

見たい担当者を▼で選び作業期間を入力します。 

予定、実績、もしくはその両方のいずれかを▼で選択し、 

［集計］をクリックすると担当者別工数の集計が表示されます。 

エクセルのアイコンをクリックすればエクセルに出力し、エクセル画面が開きます。
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◆担当者別工数日別一覧 

見たい担当者を▼で選び作業期間を入力します。 

予定、実績、もしくはその両方のいずれかを▼で選択し、 

［明細］をクリックすると担当者別工数日別一覧が表示されます。 

エクセルのアイコンをクリックすればエクセルに出力し、エクセル画面が開きます。
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◆担当者別作業時間集計 

見たい担当者を▼で選び作業期間を入力します。担当者を空欄にすると全担当者が対象になります。 

予定、実績、もしくはその両方のいずれかを▼で選択し、 

［集計］をクリックすると時間外集計が表示されます。 

エクセルのアイコンをクリックすればエクセルに出力し、エクセル画面が開きます。
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◆作業時間総括表 

見たい作業期間を入力します。
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◆工番変更 

既に登録してあるデータの工番を一括で変更します。 

変更元工番を選択し、変更後の工番を入力し、[変更]を押します。 

個別に変更したい場合は、作業工数入力画面上で変更してください。
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◆データ削除 

データの削除を行います。 

削除は期間指定または工番指定で削除できます。 

（期間指定の場合） 

指定期間のデータが削除できます。 

（工番指定の場合） 

工番指定で削除できます。 

◆終了 

メニュー画面の[終了]をクリックするとプログラムを終了します。
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●会議室予約への応用 

担当者マスターに会議室を管理する部署を登録します。 

作業項目に各会議室を入力します。 

作業工数入力で担当者に会議室を管理する部署、予約する日を入れます。 

予約時間の帯を入力します。工番に予約する場所、備考に使用目的を入力します。 

予約の時間、使用 

者を入力します。 

使用目的を入力 

します。 

カーソルを合わせ 

ると使用目的が表 

示されます。


